



































をめぐる旅』（原題：Bessere Welt – Hat der Kapitalismus ausgedient? Eine Reise 


























が、“Income and Housing Poverty: Multidimensionality, Heterogeneity, and 
Nonlinearity” というタイトルで、住宅土地統計調査の個票を用いた所得と居住の
剥奪・貧困の関係についての分析を報告した。第 2報告では、高久玲音（一橋大










5報告では、田中聡一郎（関東学院大学）が “Middle class and Redistribution 
Policy in Japan” というタイトルで、日本の国民生活基礎調査の個票を用いた中間
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層および再分配政策に関する研究報告を行った。第 6報告では、角谷和彦（独立行
政法人経済産業研究所）が、“Income Taxes, Pre-tax Hourly Wages, and the Underlying 
Channels: Evidence from a Danish Tax Reform” というタイトルで、デンマークの
税務個票統計を用いて税制と賃金の関係を検証した研究の報告を行った。
　　　　 　第二部の「行政・税務データ活用についてのディスカッション」では、安藤が
「公文書管理法の成立過程メモ　松岡資明（2018）『公文書問題と日本の病理』平
凡社新書より」というタイトルで、公文書管理法の成立過程について説明し、そ
の含意を報告した。また田中は「税務データの可能性と課題：所得分配研究の関
連」というタイトルで、日本における税務統計利用上の課題について報告した。
また浦川は「国民生活基礎調査の匿名データの利用について」というタイトルで、
二次利用申請や二次利用データの使用について報告を行った。また角谷は「デン
マークの行政データ利用」というタイトルで、デンマークにおける行政・税務統
計利用のシステムについて報告した。これらの報告ののちに、報告者やセミナー
参加者を交えて討論を行った。
 担当：安藤道人（本学経済学部准教授）
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